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　翻訳 的緊張感とも言うべ き強度をもつ 小野論文 の 思考の 軌跡をたどりつ つ 、ま

ず、小 野 氏 が 提 起す る ブ ーバ ーに とっ て の 「翻 訳 」 の 意 味 を、彼 の 自伝 を手 が か

りに、「Logos （こ とば）」 と 「Logoi （諸言語）」の 二 重 世界 を架橋す る こ と の （不）

可能性の 問題 と して 把握 し、そ こ に小野 氏の 言語 ・時間 ・力 に関 す る翻訳 的 思 考の

意義を確認す る 。 次に、 言語で 分節された 世界 と 、 それ以前の 根源的無分節性 との

二 重の 世 界 の 折 り重 ね 方、不 断 の 往 還 の 仕 方 をめ ぐる、思 想 史 に お け るそ の 幾 つ も

の 諸相 を描 き出した井筒俊彦の 考察を補助線 と した 場合、ブーバ ー
の 対話哲学ない

し 〈隔 た りと分 有〉の 哲学の 相貌 は如何に際立 て られ るか を問う。そ の 試み を通 し

て、小 野 氏 が 言葉 を尽 く した、「〈分有〉 の 只 中で な お 維持 さ れ る 〈隔た り〉」の 動

態．と、 その トポ ス に お い て Logos が 自らを分節 しつ つ 現勢化す る 「Dia−logos」の 本

態 に つ い て の 理解 に 迫 りた い 。

は じめ に一 翻訳的緊張感

　こ の 小野論文 は 、 それ につ い て語ろ うとす

る者 に 、 ブーバ ーが書 い た もの に つ い て 語 る

と きに直面す る の と同質の 緊張感 を与 える 。

そ れ は小野氏が 、「い い あ らわ され る こ とで

そ の 本質が解消され て し まうもの を、そ れ で

もなお い わ ねばな らぬ もの と して い か に語 る

か」 と い うブーバ ーの 全思想 的営為 を賭 けた

問 い を、自らの 問い として 引 き受けて い るか

らだろ う。 こ の 論文の 真価は、論理 構成 の
一

貫性 や概念分析 の 精密 さ とい っ た通常の 論文

基準に よっ て測 る こ とはで きない 。 そ うでは

な くて、ある言葉で 語られ た もの を、他の 言

葉に置き換えて 語ろ うとする、その 間隙に現

勢する リ ア リテ ィ と向き合 う緊張感一
い わ

ば 「翻訳的緊張感」一 の 強度に よ っ て 、確

かめ証され るべ きもの だ 。

　言語活動の 可 能性 の 限界を熟知 した うえで

の 、ギ リギ リの 言語実践 。 その 方法を自覚す

るため に 、 ブーバ ーは強 い 意味で の 「対話的

思考」とい う方法を提案した ， こ の 論文で小

野氏 は 、 い ささか 手垢に まみ れ たその 言葉で

は掴み に くい dia−logosの 本態を把握す るた め

に、「翻訳的 に思考す る」と い う方法 を切 り

出 して くる 。 そ して実際 に 、 その翻訳的思考

とい う方法を用 い て 、 ブ ーバ ーの テ キ ス トと

向か い 合 う。 「言語」 と 「時間」 と 「力」 を

め ぐっ て ブ ーバ ーの 語 っ た原語 を翻訳的に思

考しつ つ 、 い わ くい い が た い もの と語 られた
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もの 、現在に生成する もの と時間の 中に収め

られ た もの 、か た ちな き もの と形 とな っ た も

の 、ある い は潜在する
一

な る普遍 と現勢する

多なる個物 、 と い っ た 「と」の 二 重性 の 、 そ

の 問の 襞に 分け入 りなが ら、 二 元対立 の 陥穽

を避 けうる言語的表現 を探索 し続け る 。

　以下の 拙論は 、 その ス リ リ ン グ な思考の 軌

跡 を辿 りなが ら、それ に触発 されて ブーバ ー

の とこ ろ へ 赴い て問 い 直してみ た り、 違 っ た

視点か ら補助線を引 い て 理 解 を試み た りした

こ と の 覚え書きである 。 まず小野論文か ら気

づ か され た 「翻訳す る こ と」の 意味を、あ

らためて ブーバ ー
に尋ね てみ た い 。 そこ に、

「Logos （こ とば ）」 と 「Logoi （諸言語）」の

二 重世界 と、そ れ に関与する小 野 氏の 言語 ・

時間 ・力に 関する翻訳的思考の 成果を確認す

る こ とにな る 。 次に、言語で 分節され た世界

と、それ以 前の 無分節の リア リテ ィ との 二 重

の 世界の 折 り重 ね方、不断の 移行の 仕方 、 切

れ て結ば れ る仕方をめ ぐっ て、古今東西の 精

神史 ・思想 史における その 幾 つ もの 諸相 を描

き出した井筒俊彦著 『意識 と本質』 を補助線

とした場合 、 ブーバ ーの 対話哲学な い し 〈隔

た りと分有〉の 哲学の 相貌 は 、 ど の よ うに際

立 て られ る こ とになる か 、 序説的に で は ある

が 問うてみ たい 。 その 図解 を含む試 み を通 し

て 、 小野氏が言葉を尽 くした 、 「〈分有〉の 只

中で なお維持さ れ る く隔 た り〉」の 動態 と、

そ の トポ ス に お い て Logos が 自らを分節 しつ

つ 現勢化す る 「Dia−logos」の 本態に つ い て の

理解 に迫 ろ うとする 。

1．Logos とLogoiの あ い だ の 翻 訳
一

　　ブ ーバ ーの 自伝的断片よ り

1）ブーバ ーに と っ て翻訳 とは

ブ ーバ ーに は、ハ ス ィ デ ィ ズ ム の 物語や へ

34

ブ ル 聖書の ドイ ツ 語訳をは じめ 、数多 くの

翻訳の 仕事が ある
ω

。 しか し、「ブ
ーバ ー

に

と っ て翻訳 とは い っ た い 何だ っ たの か」が 、

正面か ら主題的に問われ る こ とは 、 た しか に

稀 で あ っ た 。 小野氏 に よ っ て 私た ちは、こ う

問 うこ とが 、 ブ ーバ ーの 対話概念 の 通俗的理

解 か ら離 れて その 本態 を掴 み取る ため に 、 と

て も有効 であ る こ とを教え られる 。 ブーバ ー

に とっ て翻訳 は、「ブ
ーバ ーの 思想 をつ か さ

ど る 強力 な重 力源 の よ うな もの 」で あ り、

「対話哲学 とは、まさ し く翻訳そ の もの の 謂

い だ っ た」（5 頁） とい う誇張法が 成 り立つ

ほ どに まで 本質的な意義をもつ こ と 、 それ を

小野氏は こ の 論文の全編 をとお して明 らかに

して い る。

　「翻訳」 とい う 「異 なる言語 へ の 架橋 」の

瞬間、ひ とつ の 言語か ら離れ 、 もうひ とつ の

言語 に着地するまで の 、 その 間隙に 、 分有 さ

れ る べ き何 もの か が 、

一瞬そ の 剥 き出 しの

姿、言葉で分節され て掴 まる以前 の 形な き姿

で 現前する 。 既存の 言葉を引 き剥が して、新

しい 言葉 を置 きなおす 、 その 間隙にだ け、そ

の 言葉が指示 して い た リ ア リテ ィ が
一

瞬すが

た を顕 わす。ある言語に収め られ、分節 され

固定され て い た流 動的な生命力が 、そ の 言葉

が引 き剥がされた瞬間に解放 され て、蘇生す

る 。 い まだ新 しい 言葉で 定義され て しまう前

の 、そ の リア リテ ィその もの と出会い なお

し、そ の 言 い あ らわ し難 さと向 き合 い なが

ら、に もか か わ らずあえて 、 それに 別の 言葉

を与 えて語 りなお す
 

。 翻訳 とい う営 み を、

そ の よ うな行為として理解する とき、 その 醍

醐味は、既存の 言葉が新 しい 言葉 に置 き換 わ

る その 間隙の 、ス リ リ ン グ な緊張感にあ る 。

　 「翻訳 」 と い う営 み の こ うい っ た側 面 を、

小野論文の示唆の もとで考えて い る とき、少

年時代の ブ
ーバ ー

が 「翻訳 あそ び」を して い
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た場面が 思 い 起 こ さ れ た 。 ブ
ーバ ー

の 編 ん

だ 『出会 い 一 自伝 的断片』
ω

を読み 直 して み

る と 、 はた して 「翻訳」が 、 彼の 人生を貫 く

「対話」の 起動力だ っ た こ とが 明瞭に語 られ

て い る 。そ れは、異なる言語の 間の 水平方向

の 翻訳へ の 関心 か らは じま り、 ロ ゴ ス （神の

言葉） と人間の 言葉の 間の 垂直方向の 翻訳の

仕事に言及 して締め くくられて い た 。 その エ

ピソ ー ドを少 し紹介し 、 小野氏の 論考を補足

的 に考察する手がか りとしたい 。

　2）　少年時代の 「翻訳あそび」

　 ま ず は、少年時代。 自伝 で は、 冒頭 の

「母 」、 「祖母」 と題 した 2 節に つ づ い て 、 第

3節 めは 「言語 Sprachen」と題 され て い る （自

伝 ： S．15）。 産み の 母 とは 「ゆ きちが い 」 を

経験 した幼 きブ ーバ ーは 、 「真 実の 言葉 Wort

へ の愛」をもっ た祖母に育て られ、こ の祖母

か ら人文主義的理念に よる言語を中心 とした

教育 を受 けた。各種 の 言語 を学んだブーバ ー

少年は、ひ とつ の 単語 をある言語か ら他 の 言

語へ た ど っ て い き、置き換えられ る新た な単

語を探 し出 しなが ら も、 そこ で 失われ る もの

が ある こ とを 、 何 度 も味わ っ た 。 失われ た の

は 、 単なる 「ニ ュ ア ン ス の 違 い 」 と い っ た も

の で はなか っ た 。 ある ドイッ人 と フ ラ ン ス 人

が 、 また ヘ ブ ル 人 と古代 ロ ーマ 人が 、 2 ヶ 国

語を用い て 談話する場面を繰 り返 し想像 して

は 、 「半 ば遊 び の よ うに、時 に は 心躍 らせ、

ある 人が言 っ た こ と と 、 もう
一人の 人が異 な

る言語でそ れ を理解 したこ ととの 間に生 まれ

る緊張状態 を感 じ取 っ た」 （自伝 ； S．15）。 そ

して 、 次の ように語 る 。

人類の 諸言語の多様性 、 その驚 くべ き違い

一
その 多様性の なかに、 人間の 言語 とい

う無色透 明の 光が屈折 しなが らも自らを保

」F「orum 　on 　Modern 　EducationハJo．202011

持 し て い る の で あるが
一

は、すで に少年

時代 の 私に とっ て ひ とつ の 問題だ っ た 。
い

つ も新たに 、 そこ か ら教 えられたが 、 その

只中で 、繰 り返 し不安に陥っ た よ うな問題

だ っ た 。 （自伝 lS ．15一 傍点は引用者）

　そ れ は 「ある言語で 書か れ て い る こ とを、

他の 言語の 使い 慣れ た言い 方で 説明す る とい

うこ と は 、
い っ た い ど うい うこ と で 、 ど の

ように して起 こ りうる の だろ うか」 （自伝 ：

S．16） とい う根本的な問 い とな っ て い く。 こ

の 「翻訳する こ との （不）可能性」へ の緊張

度の 高い 問 い は、「自分の 長 い 生涯 を通 して

探求され 、 次第に明 らか な洞察へ と深 め られ

て い っ た」（自伝 ：S．16） と記され て い る 。

　 3）一なる Logos （こ とば）と多なる Logoi

　　 （諸言語）

　 さ らに 、 「言語」 と題 したこ の節 の 末尾で 、

「翻訳可能性 」 とい う問題 は、後年の 洞察を

踏 まえた ブ
ーバ ー

に よ っ て 、「ロ ゴ ス Logos

の 世界」と 「ロ ゴ イ Logoi （ロ ゴ ス の 複数形）

の 世界」の 間の 緊張関係 の 問題 と し て 定式

化 され て い る （自伝 ：S．16）。 上 の 引用文で 、

「無色透明の 光」に 譬え られた の が 「ロ ゴ ス 」、

プ リズ ム の 屈折率の 違 い によ っ て 分光 されて

現 れる 「多様 な色彩 」が 、 「ロ ゴ イ （様 々 な

諸言語）」、 そう読み取 っ て よい だろ う。 無色

の 光は、それ自体で は目に見えない 。 しか し

存在 しない の で は な く、あ る特定の 色 （色 a）

とな っ て、 自ら を限定 して 表現す る 。 別の

異 なる色 （色 b） とな っ て 表現する こ ともあ

る し、他 に もい ろ い ろ多様な色で あ りえる 。

どの 異 なる色 の な か に も、お な じ無色の 光

が保持されて い る 。 そ れぞれの 色 （色 a 、 色

b …　 ）は 、 光 を分有 し、それぞれ に異な

る仕方で それ を表現 して い る 。

35

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



History of Educational Thought Society 

NII-Electronic Library Service 

Hlstory 　of 　Educat 二lonal 　Thought 　Soclety

Logos　r一丿

Logoi侈丿
　 　 　 　 色 a

　 　 　 　［言 ee　a］

光

調攤

幽
色 b

［言 語 b］

図 1 一な る Logos と多な る諸言 語一一
翻訳 の可能性

　「一 と多」「普遍 と個」の 関係性 を表現する

こ の 光 と色 の メ タ フ ァ は、ブーバ ーが折 に触

れて持 ち出す もの で あるが、こ の よ うに して

み る と、言語 a にお い て 表現 され た何 もの か

を 、 別の 言語 b で言い 換 える 「翻訳」 と い う

営み へ の ブーバ ーの 問 い の 、その 深度が うか

が える 。 「翻訳」の 垂直軸 に つ い て 、 次 に 見

て み よ う。

　4）　 翻訳 の垂直軸

　ブーバ ーは、自伝的 エ ピ ソ ー ド集の 本編最

後で、実の と こ ろ 「翻訳j に言及 して 稿を閉

じる 。 余韻 を残すそ の 結び の
一

文 ： 「い つ も

私が 聖書テキ ス トの 翻訳 や注解を しな ければ

ならない ときに は、畏怖 と戦慄をもっ て 、神

の 言葉 と人 間の 言葉の 間に踏み とどまっ て彷

徨 うこ とに なる の だ っ た」 （自伝 ： S．75）。

　ブーバ ーにと っ て聖書は、神が語 りかけた

言葉 を 、 人 間の 言語 に繋 ぎ止めて 保存 しよ う

と した もの で ある 。 それ は 人間の 業で ある の

だ か ら、 その か ぎり、 間違 い も混濁 もあ りえ

る 。 聞 くべ きなの は、 聖書で はな く神 の語 り

か ける言葉そ の もの である
一

この 最終節で

は 、 深刻な 「神か 聖書か の選択」を迫 る よ う

な対話の エ ピ ソ
ードを通 して 、 こ うい っ た主

題を語 る 。 他方、ブーバ ーは、ヘ ブ ル 聖書の

ドイツ 語へ の 翻訳 をライフ ワ
ークと した 。 で

は 、 聖書テ キ ス トを翻訳し て い る ときの ブー

36

バ ー
は、何をして い た こ とに なるの か 。

（4 〕

　聖書の テ キ ス トの なか に耳 を傾 け、 人 間

の 言語 （言語 a）に繋 ぎ止 め られ た神 の 言葉

（Logos）を、その 留金 を外 して救 い 出 し、そ

うして今こ こ で新た に語られ る こ とば を 、 今

度は別の 言語 b で 語 りなお して 表現す る、そ

うい う仕 事を して い る こ とに なる 。 そ こ で

は 、聖書は 単に過去の 記録で は ない 。 聖書 と

対話 し、い ま一度、神 と出会 い なおす 。 そ れ

を通 して神が面前 にあ らわれ 、 たえず新たな

生 きた言葉が語 りなお され、畏怖 と戦慄の な

か で 、「語 られ る こ とば」を受け取 りなおす。

図 1 で 言えば 、 言語 a か ら言語 b へ の 人間の

言語 レ ベ ル で の 水平移動 （の 翻訳）で はな く、

い っ た ん 言語 a がそ れ を表現 して い る IOgOS

の 光 （神の 言葉）に遡 り、 その 現前で 語 られ

る こ とばを 、 屈折率の 異なる言語 b で表現 し

よ うとする試みで ある 。 とすれば 、 そ うい っ

た翻訳 とは、神 （永遠の 汝）が 人間と交わす

対話そ の もの 、そ の つ ど新たに現成する ・臨

在する語 られ る こ とば の 現実化 （現勢化）そ

の も の で ある。（5）

　5）　「語 られる こ とば」との対話

　 こ こ で 「語 られ る こ とば」 の 説 明 に用 い

た 「現 前 」・「現 成 」・「臨在 」 は 、 小 野 氏 が

Gegenwartを工 夫 して 訳 し出 した語 で あ り、

「現勢化」 も同様 、 論文 の 前半部分で 氏が 時

間 ・言葉 ・力 に 関 して 考察した （ま さ に翻訳

的に 思考 した）成 果で ある 。 こ うして み る

と、 小野氏が ブーバ ー
における 「翻訳」の 意

義を強調 した の が卓見だ とわか る と同時に、

彼の 論考が 、 時間 ・言語 ・力 を三 つ 巴に絡め

なが ら展開 され て い く、そ の 論脈 を読み取 る

こ とが で きる 。

　 ところで 、上 にみ た翻訳の 垂直軸をめ ぐる

エ ピ ソ ー ドは、オ
ー

ソ ド ッ ク ス なユ ダヤ信仰
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を もつ 旧友との 対話で ある の で 、 ス トレ ー
ト

に神 と聖 書の 関係が 主題化され て い た 。 しか

し、 ブ ーバ ーに あ っ て 対話 ・翻訳 の 垂 直軸

は、聖 なる書 を媒介 した もの に限 らない 。 こ

こ で 、 ブ ーバ ーの 自伝を と りあげた以 上、そ

の 「たたずまい 」が 非常に印象深 い
、 彼 の 「祖

母」に つ い ての 記述 に ふ れ てお きた い 。 「あ

る こ とを、ほ ん とうに語 る とい うこ とは、 ど

うい うこ とか」 を、 ブーバ ーは 、 この 「真実

の 言葉 へ の 愛」に み ちた祖母の 姿か ら学ん だ

と い う （自伝 ： S，13）。 家事 を切 り盛 りする

古 きユ ダヤ女性で あ っ た祖母 は他方で 、古典

読書の習慣 （当時の ユ ダ ヤ女性には不行儀 と

もされ て い た）を持ち合わせ て い て、た とえ

ば 、 それ を読ん で 大事だ と思わ れ た こ とを、

小声で つ ぶ や きなが ら家計簿 を兼ねた ノ ー ト

に書き入れ て い た 。 そ の姿は 、 気高い 精神を

もつ 人 々 と書物 を通 して交わ り、 応答 して い

る 姿その もの だ っ た 。 ある い は 、 彼女が折 り

ふ れて、しずかに 窓か ら路地を眺めて い る よ

うなと き、 それ は まるで何か に耳を傾けて 聞

き入 っ て い るかの よ うに見 え、 「その つ ど語

りかけて くる誰かに 語 りかけて い る の だ」 と

い うこ とが少年ブ ーバ ーの 眼に も明 らか だ っ

た （自伝 ： S．14）。 その よ うにブーバ ーは祖

母 の 、 「語 られ る こ とば」 と の 対話 に つ い て

記 して い る （一 先述 の 「翻訳あそ び」は 、

自伝 の こ の 直後 に記 されて い る）。 ブーバ ー

の 「対話として の 翻訳」、 「語られ る もの と し

て の 、こ とば」体験 の 、原点な い し原風 景

を、こ こ に うか が うこ とが で きる 。

2．〈隔 た り〉を維持 した 〈分有＞

　　Dia−logosの 動態 と本態へ

1）井筒俊彦 『意識と本質』を補助線と して

と こ ろ で 、

一なる くロ ゴ ス （こ と ば）〉と

Foアvr〃 10n 　Modern 五］ducation　IVb．202011

多なる くロ ゴ イ　（諸言語）〉の 関係 を 図示 し

なが ら 「翻訳」 の 意義 を捉 え よ う と した 前

掲の 図 1 は、井筒俊彦が 『意識 と本質』
（6｝

で

「無分節態 と分節態 との 二 重写 し」を示 した

図 （井筒 ： 175頁）をア レ ン ジ した もの で あ

る 。 小野論文の 後半部の 考察 、 す なわち次第

に 〈隔 た りと分有 〉の 主題 を前景 に押 し出

しつ つ 、西洋思想史の 系譜一 『パ ル メ ニ デ

ス 』以来の 古代哲学 、 プラ トン の イデア分有

論 、 新 プ ラ トン 主義の 流 出論か ら カバ ラ ーを

含む 中世の 神秘主義、クザ ーヌ ス ＝ベ ーメが

更新す る個体化問題な ど
一

を遡行 し、 そこ

に dia−logosの 〈dia−〉、 〈我一汝〉 と 〈我一 そ

れ〉の 二 重性、〈と〉（das　Und ）の ダイナ ミ ッ

クな動態を突き止 めて い く考察を理 解する た

め に 、 筆者に と っ て 井筒の 同書が随分 と助け

とな っ た 。 以下 、 小野氏 の解 き明かす 、
ロ ゴ

ス を く分有〉 と 〈隔た り〉に おい て展開 し現

勢化 する デ ィ ア ロ ーグ の 本態 を 、 井筒の 仕事

を援用 して掴み とりた い 、

1
騨識擁：：：二

　 　 　 分 節 ⊂1）　　　　 ＼ 分節 （u） t・t ’

図 2　 ブ
ーバ ー

の 基本概念 と分節 （1） の 前／後

　前提 と して 、 図 2 を用意 して お く。 井筒 の

「分節 （1）→ 無分節 → 分節 （H）」の 図式 （井

筒 ； 147頁一 こ れ の 詳細 は西平直の 研究
ω

を参照）に、よ く知 られ たブーバ ー
の基本概

念 を付加 したもの である 。 こ こ は簡単に説明

す る 。

　母子
一
体感に包まれ た未だ

一
般概念 を もた

ない 幼子の 世界との 関係、そ の 主客未分化の

関係性 を 、 ブーバ ーは 〈ア プ リオリの 汝〉 と

の 関係 と呼ん だ 。 通常の 言語を獲得 した大人
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の 表層意識で は、言語の もつ 意味指示機能に

基づ い て 、花 を花 と して 、 樹 を樹 と して 、 そ

れをそれ と して 見立て 、 ブーバ ーの 〈我 一そ

れ〉関係 によっ て世界に区切 りを入れ て認識

す る 一 「分節 （1）」。 他方、〈我
一汝〉関

係に あ っ て は
一

た と えば ブ ーバ ー の 祖 母

が 、まるで何か に 聞き入 っ て い る ように路地

を眺めて い る姿を思 い 起 こそう
一

、 世界 を

分節す る 言語 が脱落 し、 「現前する 世界 と し

て の 世界 との 関わ り」 に参入 し 、 そ の 出会 い

にお い て 世界は、「
一

切が
一

切に透徹 して い

る全体に して
一

なる もの 」である
〔8）一

「無

分節」。 その 世界 は 、 長 く持続 しな い 。 す ぐ

に また 、 言語的に分節化 され た世界に転化す

る。 た だ、そ の 関 わ りに お い て 〈汝 〉 に 向

か っ て 呼びか け 、 「語 られる こ とば」 を聴 き、

応答する こ とが で きる （
一

く我と汝〉）　
（9｝

。

つ ま り「対話」す るこ とがで きる の で あるが 、

さて、 しか し、「分節 伍 ）」の 事態は 、 ブー

バ ー
とと もに、どの よ うに説明する こ とが で

き るだ ろ う。

　2）　無分 節 と分節 （皿）の 二 重写 し

　その た め に 、 「無分節」と 「分節 伍 ）」と

の 「二 重写 し」の 関係 を示 した井筒の 図を再

び呼び出 して 、 それ に助 けられ て ブーバ ー
の

「対話 〈dia−logos＞」 を捉えて み よ う。 そ う試

み る とき、 じつ に小野氏が、ブーバ ーの 対話

　 　 　　 　 　 　 　 無分節

　　　
くL°g°s）

／
慎 理

琉

　　　　　／！
鱸

丶 ＼
　　　　　 e

’
！

〆

　　〈隔 た り〉　 ＼、丶
　　　　 え／ 4 − 一ニ ー

’・、玉
　　　　 a 一 分節 〔∬，− b
　 　 　　（自己）　　　　〈我 と汝 〉　　　 （他者 ｝

　 　 　　 　 　 　 　〈d’a −’0905 ♪

図 3 隔たり と分有
一

〈dia−logos＞の 動態 と分節 （」）
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の 本態を 〈分有〉と 〈隔た り〉にお い て 把握

した考察の 意義が明 らかに なる 。

　 まず 、 空円で示 された 「無分節」 とは 、 禅

者が 「無」とか 「空」とか い う名で意味する

もの で あるが 、よ り
一
般的な宗教的用 語法で

は 、 しば しば 「生命 （宇宙的生命 、 神的生命）

とか光 （神的光）などと呼ばれ る存在エ ネル

ギー」 で あ り、「存在の 限 りない 創造 的 エ ネ

ル ギー
が瀰漫 して い る」 と こ ろ の 「最高度

の 存在充実」で ある （井筒 ；175頁）。

一 こ

の エ ネ ル ギ ーは、小野氏の 翻訳語で言えば、

「それ 自体が お の れ 自身を生み 出 し続ける力

の 根源」、 「現成 た る 力の 根源」 （8 頁）、 ある

い は端的に 「力」で ある 。

　 そ して、井筒が こ の 図に託 して視覚化 しよ

うと した ポイ ン トは、「分節 （H ）」の 平面に

お い て現成 （現勢化）する 「a （花）」や 「b

（鳥）」の
一

つ ひ とつ が、「それ ぞれ無分節者

の 全体を挙 げて の 自己分節 なの で ある」（井

筒 ：175頁
一

傍点は 井筒） と い うこ と。分

節 （1）の場合 の よ うに 「現実の 小 さ く区切

られ た
一

部分が 断片的 に切 りと られ て 、 そ

れ が花で あっ た り鳥で あ っ た りす る の で は な

い 」（井筒 ：176頁）。 その よ うな分節的 「多」

が 、 分節 （ll）の 次元 で は 、 「多」 で あ りな

が ら 「一」なる無分節 と直結 して い る 。 図を

解説する次の 井筒の 記述が明快だろ う。

無分節 の 直接無媒介的自己分節 と して成立

した 花と鳥 とは、根源 的無分 節性 の 次元

にお い て
一

で ある 。
つ ま り、a とb とは 、

　 a

とb とで あるか ぎ りにお い て は、明らか に

区別 され て い るが 、空円にお い て は
一

で あ

る 。 （井筒 ：176頁一 傍点 は井筒）

3） 〈隔た り〉を維持 した 〈分有〉の動態

こ こ に 、 他 で もな い 〈隔た りと分有〉、そ
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して 〈と〉の トポ ロ ジ ーを見で取る こ とが で

きる 。 「a （花）」 と 「b （鳥）」とは、そ れぞ

れ が根源的無分節性の 自己分節 として 、同 じ

一
つ の 根源 を 「分有」 して い る。と同 時に、

分節の 水平面 で は、そ れぞ れが a とb とで あ

るか ぎ りにお い て 明 らか に 区別 され 、 「隔た

り」 を維 持 して い る 。 「分有の ただ なかで な

お維持 される隔た り」 （11頁）、「分 けると同

時に つ な ぐこ と」（11頁）。 小野氏が、 こ れ

を説 明 （翻訳 ）す る の に言葉 を尽 くす と こ

ろ だ 。 論の 本旨で ある の で 引用 を重 ね る と、

「両項 い ずれ もが 互 い に 絶対的 に異 なっ たは

た ら きを有 しなが ら、 しか も同時に つ なが り

へ の 志 向性 を有 して い る こ と」 （ll頁）。 あ

る い は 、 「対立 して い る ように見 える もの も、

あ る潜 勢力 の ひ とつ の 現 勢態、あ る相貌 を

もっ たあらわれ とみ なす立場へ 、移動するべ

きか もしれない 。

一
なる もの が別 の もの へ と

開闢 し、また別 の も の が
一

な る も の へ 畳 み 込

まれ て い く」（12頁）。さ らに は、「〈隔た り〉

を維持 した ままで 、 隔た っ た もの 同士 が それ

にもかかわ らず邂逅する事態 と して の 、 両者

の 隔た りの 〈横 断〉 と して 理解す べ き 「dia−」

で ある 。 それは必ず しも、 何 らかの 共通項に

よ っ て通分可能な共同性か ら出発する タイプ

の 出会い で は な い 」（13頁）。 こ の よ うに説

明す る 「と」や 「dia−」の 矛 盾を孕 んだ 二 重

の 運動 。 こ の 肯定と破棄が相即する 二 元構造

は、「か な り入 り組 ん だ複雑 なもの 」だ と氏

も述 べ る性格を もつ だけに、図 3 の ご と きも

（図解に い つ も付 きまとう短絡化の 弊は否め

な い が ）それ を理 解す る
一

助とな るだ ろ う。

　こ うして 、 井筒の 解明する 「精神的東洋」

（彼 の それ に はユ ダヤ神秘主義 カ バ ラ
ーも含

まれ る）の 全般 に特 徴 的な 「神 秘 （深秘）」

の 理 解枠組 みの なか に 、 小 野氏が読 み 解 く

ブーバ ーの 〈隔た りと分有〉の 哲学を、まず

Foru〃τ on ル4b∂診rn 五7ducation　No202011

は その 入 り口 に まで 招 き入 れ て み た 。 それ が

可 能 だ っ たの も、 小野氏 が ブーバ ーの 思想

を 、 「神秘主義 か ら対話 へ 」の 一方通行で は

なく、神秘主義的言語 を対話 へ と折 り返す視

点 をもっ て、そこ に分有 の 哲学 を見出 したか

らで あ る
 

。

一
だ が む ろ ん、 こ の 井筒 ・

東洋思想 の バ リエ ーシ ョ ン は多彩 、 か つ 奥行

きは深 い 。 そ こ にブーバ ーが分け入 っ て い く

と次々 と問い が生 じる
〔m

。 こ こ で は深入 り

で きな い が 、 もう
一
歩だ け歩をすすめ て 、 そ

の バ ラ エ テ ィ の な か で 他 と比 して す ぐれ て

ブーバ ー哲学 ならで はの特 質は何 か、それ を

確かめ て お こ う。小野論文とともに、 2点を

指摘 して お く。

　4）特殊 に ブーバ ー的 なるもの 一 「他者

　　 へ の 関与」と 「ロ ゴ ス へ の 信頼」

　ひ と つ は 、 「（他者 へ の ）関与」の 強調 で

ある 。 小 野氏 は、「隔 た りを媒介す る 分 有

（methexis ／participatio）へ の 問 い 」を、『パ

ル メ ニ デ ス」以来の 哲学史の伝統の なか に探

求 しつ つ
、 それを継承 しつ つ も超脱す るブー

バ ーの 企 て の 特 質 を 、 レ ヴ ィ ナス と と もに

「他者 へ の 関与」 に真理 をと らえる点 に見出

した （11頁）。 こ れ は すなわち、図 3 で言え

ば、a とb とが、ブ
ーバ ー

に あっ て は、花や

鳥で は な く、す ぐれ て、人 と人 の あ い だ、自

己 と他者 とで ある とい うこ とだ 。 個体化 の 厳

格 さと深 さに応 じて絶対的に異なる他者 との

あ い だで、そ の 隔た りを維持 したまま、自己

にお い て その 光彩を放つ 真理の 光が 、 異 なっ

た彩色で他者の 許で も輝 くの を見 る こ と 、 そ

の こ と に よ っ て 、 同 じ
一

なる真理 （ロ ゴ ス ・

無分節者）の 分有 を確証する こ と。 こ の、関

与における隔た りと分有に つ い て述べ るブー

バ ーの 一節 を引い て お く。
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真理に対する 自己 の 関係は、そ の 同 じ真理

に対す る他者の 関係 に よ っ て 高め られ る 。

その真 理 に対する他者 の 関係 は 、 その 人の

個性 に応 じて異な っ て お り、各々 に異な っ

た仕 方 で芽 を出 し、育 っ て い く。 人 間 に

と っ て な くて はな らず、 また許 され て い る

こ とは、真の 出会い の 中で
一

人ひ と りの 個

性的な存在を確証 し合 うこ とで ある 。 そ し

て 更に は 、 自らの 魂が得た真理が 、 関わ り

をもっ た他者の許で異 な っ た仕方で 光 り輝

き、 まさにそ の こ とに よ っ て、その 真理が

確証 され るの を見 る こ となの である。
 

　 もう
一

つ
、 こ こ に際立 て られ るべ きブ ー

バ ー思想の 特質は 、 や は り 「ロ ゴ ス （言葉）」

へ の信頼 （祖母の 後姿に学ん だ 「真実の 言葉

へ の 愛」）と 、 それ ゆ えの 「デ ィ ア ロ ー
グ （対

話）」の 実践で ある 。 そ れ は、井筒の探究 し

た 「精神的東洋」、 わ けて も禅 に お ける言語

へ の 不信感 とそれゆ えの 「坐禅 （黙想）」や 「問

答」 （
一

そ れ は 「対話」 とい うよ りも、言

語の 有意味性 を解体 して無意味 と化す 「超 ・

対話 Beyond−dialogue」（13）
） と い っ た実践 との

対比 にお い て 、 顕著 に ブーバ ー的な特徴だ と

い え る 。 ブーバ ー自身、 その 著 「対話』にお

い て 「言葉 な き深み Die　wortlose　Tiefb」 と題

した節 を設 けて 、 「言葉 Wort1が無 く、 した

が っ て 「応答An 遮 」 も無 い 「沈黙の
一

如」

を根 源存 在 とみ る 立場 に対 し、「責任 の あ

る verantwortlich 認 識」か ら異論を 唱 えて い

る
04）

。 ブーバ ーに あ っ て 「無分節」 （真理 ・

真如）は 、 「言葉な き深み 」や 「沈黙の
一
如」

に収まらず 、 ど こ まで も応答すべ く語 られ る

「こ とば Wort」が 、 自らを分節 しなが ら展 開

し、現勢化 して くる創造の根源的な力 として

の 〈ロ ゴ ス Logos＞で あ っ た 。 そ して 、それ

へ の 接頭辞 「dia−」を小 野氏が 4 点 の 特 質 に
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お い て 分析 し て 明らか に した ように （13頁）、

〈隔 た りと分有〉 と い う両極が展 開す る力動

的な場所 にお い て 、 その 力 を不断に現勢化 し

続 ける実践 こ そが 「dia−logos（対 話）」 に 他

な らな い 。

おわ りに　　折 り返 し続ける神秘と対話

　い ま最後に 、 井筒の 探索 した精神的東洋の

大海に埋没 して しまわな い （共通性 に もとつ

い て
一般化 しすぎない ）特殊 に ブーバ ー的 な

る もの 、そ れ をあ らた め て 問 い 質 して お い

た。もちろ ん、禅が 否定する 「言語」は分節

（1 ）の 位相 に おけるそれ で あ り、 ブ ーバ ー

の 「ロ ゴ ス （こ とば ）」 と は位相 が 異 な る 。

井筒 も繰 り返 し強調 した ように 「無分節」は、

そこ で 終局する 無で は なく （ある い はサ ル ト

ル が 嘔吐する よ うな不気味な黒 々 とした塊で

もな く）、 「無極 に して太極」 または 「理 （こ

とわ り）」 と して も把握 される 両価性 をもつ 。

翻 っ て 、小野氏 が 論 の 最 終節 で、ブーバ ー

の 「理性」へ の 、

一
義的に短絡で きない ア ン

ビバ レ ン トなス タ ン ス を的確 に確認 して フ ォ

ロ ーした （16頁） よ うに、ブ
ーバ ー

の ロ ゴ

ス （理性）へ の ス タ ン ス もまた、同様に両 義

性 を含 んで い る こ とに留意してお く。 おそ ら

く、 ここか ら更 にブ
ーバ ー

の 対話 （dia−10gos）

と神秘主義 （言葉 なき深み ）との 二 者択
一

で

はない 二 重性の 襞 に分け入る とすれば 、 この

「ロ ゴ ス と無分節」 の 吟味か ら入 る 道筋が一

つ あ りえる だろ う。

（15）

　以 上の小野氏の論考は総 じて 、 ブーバ ーの

「対話哲学」 を、「〈隔た りと分有〉 の 哲学」

へ と翻訳する試み であ る、とされ る 。 そ れが

妥当な読み替 えで あるか どうか、この翻訳に

よ っ て 零 れ落 ちる もの が ある とすれ ば何か 、

こ こ で それ を問うこと には、ほ とん ど意味が
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な い 。 大切 なの は 、 小野氏が 、 上 に言及 した

イ ン パ ク トある氏の 既稿 「分有の 思考へ 」以

来 、 こ の思考で もっ て、神秘主義と対話の あ

い だで 九折坂を折 り返 しなが ら登攀 を試み 、

い まや 豊穣 な思想史を見渡す彼 自身の 視界の

開けを獲得 しつ つ ある こ と 、 しか も、そ うし

て 辿 りつ く 「〈隔 た りと分有 〉 の 哲学 」が 、

俯瞰的に高みか ら見下 ろす高原 で はな く、 ま

さに ブーバ ーと ともに緊迫感の ある 「狭 き尾

根道」 を歩む もの で あ る こ と一
すな わ ち、

小野 論文結び の
一

節を引 けば、「生 の 抱え込

む ア ポ リア の 汲み尽 くしえなさに寄 り添い な

が ら、 〈
一

〉なる普遍 にゆ きつ く真理概念 に

は還元不能 な 「別様の 真理」に 触れ るべ く、

世界 をつ くりかえて ゆ く思考の 無窮 の 動性」

（16頁）で もっ て 、 どこ まで も駆 け抜 けて い

く思考で ある こ と。 それ をこ の 論考は、何よ

り説得的に もの 語 っ て い る。

註

（D 小野氏が作成 した翻訳者 ブーバ ーの 作品
一

覧 （註

　4、17 頁
一

以 下、本 誌 所 収 の 小 野 フ ォ ーラ ム 報

告論文 か ら の 引用 は、引 用 箇所の 末尾 に 頁 数の み

　を括弧書 きで 記す｝を通覧 して あ らた め て気 づ か

　さ れ る の は、そ の 数多の 量 と と もに、ブ ーバ ーが

　翻 訳 した テ キ ス トが、ハ ス ィ デ ィ ズ ム の 伝承説話

　や ヘ ブ ル 聖 書 を は じめ、ほ ぼ全 て と言 っ て よ い ほ

　ど口 承や 対話形式 の 物 語 で あ る とい うこ と。プー

　バ ーに とっ て 翻訳が、「語 ら れ た 言葉 の 語 りなお

　し」 で あ っ た こ と を確認で き る 。

（2）「語 りな お し」 とい う主 題 に つ い て 更 に は、拙論

　（2003）「沈黙 が 語 る言葉／ 出会 い と対話 と物語」

　（矢野智司
・
鳶野克己編 『物語の 臨界／物語るこ と

　の 教 育学』 世織書房、所収） を も参照 さ れ た い 。

（3）Buber
，
　M ．1986［1960］，Begegnung：　Autobiographis−

che 　Fragmente．　Verlag　Lambert　Schneider．以 下、こ

　の 自伝 か らの 引用 に つ い て は、本文中の 引用箇所

Foru〃10n ハf∂dern　Education　2＞∂202011

の 末尾 に 「（自伝 ：頁 数）」 と略記する 。

（4）こ の 点 に つ い て 小 野 氏 は 明 快 に 、「い わ ば、〈聖

典解釈的モ ノ ロ ーグ精神〉を媒介 に して い か に し

　て 〈直接啓示的 ダイ ア ロ ーグ 精神〉が 可 能 か を彼

　は 問い 続 け た 」と述べ て い る。（18頁の 註 8）

（5）こ の 連 関 に お け る 「Logos （こ とば）」を鈴木は 「こ

　だ ま」とい う和語で 掴ん で 、 「訳語の なか に 原語の

　こ だ ま を呼 び 覚 ます こ とが 翻訳者 の 使命」 と述 べ

　る （鈴木晶子 2009 「思想史研究 の 位相／思想史を

　読 む こ と と書 くこ と との あわ い 」『近代教育フ ォ
ー

　ラ ム 』第 18号、27 頁 ）。

（6）井筒俊彦 （1983）「意識 と本質／精神的東洋を索

　め て 』岩波書店 。 以 下、本書 か らの 引用 に つ い て

は、本文中 の 引用箇所 の 末尾 に 「（井筒 ： 頁数）」

　 と略記す る 。

（7）西平直 （2001 ）「東洋思想 と 人間形成
一

井筒俊

　彦 の 理論地平 か ら」「教育哲学研究』第 84号、ほ

　か 。 と くに 「図 3 チ ャ
ート」（23 頁）を参照 した

　 もの で あ る。こ の チ ャ
ート と本稿図 2 と を 重 ね 合

　わ せ、「東洋思 想 と人 間形 成 （発 達）」 の 研究 に ブー

　バ ー
哲学 を接続 して み る 課題 は 興味深 い が、機会

　 をあ らた め る。

（8＞Buber，　M ．1962　Merke　Erster　Band ：　Sehriften　zur 　Phi−

　losophie．　K6sel　Verlag　and 　Verlag 　Lambert 　Schneider ，

　S．100，414．こ の よ うな 「出会い に 開 示 され る 世界 」

　の 無分節 の 特質 を、「秩序 づ け られ た 世 界」（分節

　態） との 対比 にお い て 、 拙著 （2007）『ブーバ ー対

　話論 とホ リス テ ィ ッ ク教育』勁草書房 （と くに 第 2，

　3 章） におい て 考察 した。

（9）そ の よ うな 呼 び か け る 主 体 性 、あ る い は 応 答す

　る 主体性 を持 っ た 〈我〉と （汝〉 の 関係 を 、 言葉

　を失 っ て 関 わ りの な か に溶 け 込 ん だ 〈我 一
汝〉関

係か ら区別 して、筆者 は 〈我 と汝〉と概 念化した。

　前掲 拙 著 （2007） 第 4 章 を参照。分節 （ll）の 事

　態 の 説明 を、こ の 地点か ら論を起 こ して 開始す る

　こ と もで きる が、こ こ で は 先を急 ぐ。

（10）小野文生 （2eo7）「分有 の 思考へ
一 ブーバ ー

41

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



History of Educational Thought Society 

NII-Electronic Library Service 

Hlstory 　of 　Educat 二lonal 　Thought 　Soclety

　の 神秘主 義的言語 を対話哲学へ 折 り返 す試 み」 「教

　育哲学研究』第 96号 。

（ll）こ の 井筒 の 仕事 は 、 周知 の ご と く東洋 （極東 、

　中東、近東 と呼 び 慣わ され て い る広大 なア ジア 文

　化 圏 ）の 哲学思 想全体 の な か に、人 間 意識 の 様 々

　に異 な る あ り方が 「本質」な る もの をど の よ うな

　も の と し て 捉 え るか を探索し、（歴 史的 で は な く）

　共時的思考 の 次元で そ の バ リエ
ー

シ ョ ン を マ ッ ピ

　ン グ した もの で あ る。こ の 布置 に お ける ブーバ ー

　哲学 の 位置を
一

超越 的に 実在す る 「有」的人格

　神 を もつ 正 統ユ ダヤ 教 や 新 プ ラ トン 主義 の 流出論

　との 差異、密教 の マ ン ダ ラ、イブ ン ・
ア ラ ビー

の

　「有無 中 道の 実 在」、大乗 仏教 の 「真空妙有」、と く

　に 空海の 「阿字真言」 との 類縁性 に お い て、カ バ

　ラ
ー

の セ フ ィ
ー

ロ
ートの 特質 （存在 エ ネ ル ギ ーと

　し て の 神的 コ トバ の 自己 分節 的展 開〉を 捉 え る 記

　述 な どか ら
一一

探 りあて る 研究 は 別稿 を俟つ こ と

　に なる 。

（12）Buber，　M ．1962，ibid．，　S．421．1950年 の 論 文
’

　Urdistanz　und 　Beziehung
’

の こ の
一

節 に つ い て は、

　拙 著 （2007）第 6，7 章で も詳 し く考察 した。

（13）「超
・
対話 （対話 を超え て ：Beyolld　Dialogue）」

　は井筒 『意識 と本質』（前掲）の 巻 末 に収 め られ た

　論 文 「対 話 と非 対 話 」 の 原 タ イ トル で あり、翻訳

　 もふ くめ た 異文化問で の 言語 的 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

　ン の 可能性 と不可能性を禅 の 立 場 か ら主題的 に論

　 じて い て 示唆 に 富 む 。 なお、禅 の 問答 と ブーバ ー

　的対話 の 異同に つ い て 、上 田 閑照 （1973）『禅 仏 教

　一根源的人間』筑摩書房 （と くに 第 3 章 「対話と

　禅問答」）の 考察を 参照 。

（14）Buber，　M ．1962，ibid．，　S，197．こ の プーバ ー
の 異論

　に つ い て は、拙著 （2007）第 5 章を参照 。

（15）「分有」概念 に 関 して も、プ ラ トン 的 分 有 論 が

　実在 的 （有的）イデ ア を前提 して い るの に対 して 、

　ブーバ
ー＝小野 の 分有は （井筒 の 「無分節」 に 近

　し く）同様の 両義的 な ダ イ ナ ミズ ム にお い て 理 解

　さ れ て い る 点、重要 で あ る が こ こ で こ れ 以 上 は立
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ち入 れ な い 。
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